
(57)【要約】

人の体の部位をトリートメントする装置（１）は、構成

要素、即ち、片手で保持することができる筐体（２）と

、体の部位をトリートメントするために設けられるツー

ル（１０）と、ツール（１０）を駆動する駆動手段（１

４）と、ツール（１０）とトリートメント中の体の部位

との間で得られる所望の圧縮力を定める圧縮力限定手段

（６５）と、所望の圧縮力の範囲を調節し筐体（２）に

収容される調節手段（６６）とを有する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
体 の 部 位 を ト リ ー ト メ ン ト す る 装 置 で あ っ て 、
片 手 で 保 持 す る こ と が で き る 筐 体 と 、
上 記 体 の 上 記 部 位 を ト リ ー ト メ ン ト す る た め に 設 け ら れ る ツ ー ル と 、
上 記 筐 体 に 収 容 さ れ 、 上 記 筐 体 に つ い て 調 節 可 能 に 支 持 さ れ 、 上 記 ツ ー ル を 駆 動 す る よ う
構 成 さ れ 、 上 記 ツ ー ル が 結 合 さ れ る 駆 動 手 段 と 、
上 記 体 の 上 記 部 位 に 対 し て 上 記 ツ ー ル が 作 用 す る こ と が で き る 所 望 の 圧 縮 力 の 範 囲 を 限 定
し 、 上 記 駆 動 手 段 と か み あ う 少 な く と も 一 つ の 領 域 及 び 支 持 部 と か み あ う 少 な く と も 一 つ
の 領 域 を 有 す る 圧 縮 力 限 定 手 段 と 、
上 記 筐 体 に 設 け ら れ 、 上 記 所 望 の 圧 縮 力 の 範 囲 を 調 節 す る よ う 構 成 さ れ る 調 節 手 段 と を 有
す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 調 節 手 段 は 、 手 動 制 御 部 材 を 用 い て 上 記 筐 体 に 対 し て 調 節 可 能 な 支 持 部 に よ っ て 形 成
さ れ る 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 調 節 可 能 な 支 持 部 は 、 上 記 支 持 部 に 支 え ら れ る 上 記 圧 縮 力 限 定 手 段 の 領 域 に つ い て 変
化 す る 高 さ の 勾 配 を 有 す る 調 節 カ ム を 含 む 請 求 項 ２ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 調 節 可 能 な 支 持 部 は 、 上 記 筐 体 の 内 部 に 設 け ら れ る 回 転 可 能 に 支 持 さ れ る デ ィ ス ク に
よ っ て 形 成 さ れ 、 上 記 手 動 制 御 部 材 と し て 機 能 す る 回 転 ノ ブ は 上 記 デ ィ ス ク に 接 続 さ れ る
請 求 項 ３ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 回 転 ノ ブ は 、 上 記 筐 体 の 穴 を 通 り 、 上 記 デ ィ ス ク に 接 続 さ れ る 延 長 部 分 を 有 す る 請 求
項 ４ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 圧 縮 力 限 定 手 段 は 、 ば ね 手 段 に よ っ て 形 成 さ れ る 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
上 記 ば ね 手 段 は 線 ば ね の 形 態 で 実 現 さ れ る 請 求 項 ６ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
上 記 線 ば ね は 、 ２ つ の ば ね 脚 部 分 が 上 記 支 持 部 と 協 働 す る Ｕ 字 形 状 に 曲 げ ら れ た 中 央 部 分
を 有 し 、 上 記 ２ つ の ば ね 脚 部 分 の 一 方 か ら 夫 々 延 在 し 上 記 線 ば ね を 支 承 す る よ う 設 け ら れ
る ２ つ の 螺 旋 ば ね 部 分 を 有 し 、 上 記 ２ つ の 螺 旋 ば ね 部 分 の 一 方 か ら 夫 々 延 在 し 上 記 駆 動 手
段 に 支 え ら れ る ２ つ の 負 荷 脚 部 分 を 有 す る 請 求 項 ７ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
上 記 駆 動 手 段 は 、 保 持 手 段 に 収 容 さ れ 、 上 記 保 持 手 段 は 、 上 記 保 持 手 段 の 中 を 通 る ピ ボ ッ
ト ロ ッ ド に つ い て 旋 回 式 に 支 承 さ れ る 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
上 記 保 持 手 段 は 、 上 記 駆 動 手 段 の モ ー タ を 収 容 す る 第 １ の ホ ル ダ 領 域 を 有 し 、 上 記 第 １ の
ホ ル ダ 領 域 は 、 上 記 ピ ボ ッ ト ロ ッ ド に つ い て 上 記 ツ ー ル か ら 遠 隔 な 側 に 実 質 的 に 位 置 し 、
上 記 保 持 手 段 は 、 上 記 モ ー タ と 上 記 ツ ー ル と の 間 に 設 け ら れ る 伝 動 装 置 の 一 部 を 収 容 す る
第 ２ の ホ ル ダ 領 域 を 有 し 、 上 記 第 ２ の ホ ル ダ 領 域 は 上 記 ピ ボ ッ ト ロ ッ ド に つ い て 上 記 ツ ー
ル の 側 に 位 置 す る 請 求 項 ３ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
上 記 線 ば ね は 、 上 記 ２ つ の 螺 旋 ば ね 部 分 を 用 い て 上 記 ピ ボ ッ ト ロ ッ ド に 支 承 さ れ る 請 求 項
８ 及 び ９ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
上 記 線 ば ね は 、 上 記 保 持 手 段 の 上 記 第 １ の ホ ル ダ 領 域 に 設 け ら れ る 夫 々 の 脚 部 分 受 容 体 で
支 え ら れ る 請 求 項 １ ０ 及 び １ １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
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上 記 ツ ー ル と し て 作 用 す る よ う 回 転 さ れ 得 る ブ ラ シ を 含 む 顔 用 ト リ ー ト メ ン ト 装 置 と し て
構 成 さ れ る 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 手 で 保 持 す る こ と が で き る 筐 体 と 、 体 の 部 位 を ト リ ー ト メ ン ト す る ツ ー ル と 、
上 記 ツ ー ル を 駆 動 す る 駆 動 手 段 と 、 体 の 部 位 と ツ ー ル と の 間 で 得 ら れ る 所 望 の 圧 縮 力 の 範
囲 を 限 定 す る 圧 縮 力 限 定 手 段 と を 有 す る 、 人 の 体 の 部 位 を ト リ ー ト メ ン ト す る 装 置 に 関 わ
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
こ の よ う な 装 置 は 、 特 許 文 書 Ｅ Ｐ ０ ４ ８ １ ５ ５ ３ Ａ １ か ら 公 知 で あ る 。 こ の 公 知 の 装 置 は
、 ブ ラ シ ヘ ッ ド を ツ ー ル と す る 電 気 歯 ブ ラ シ で あ る 。 公 知 の 装 置 で は 、 一 方 の 端 が 公 知 の
装 置 の 筐 体 に 接 続 さ れ 調 節 す る こ と が で き な い 支 持 部 に 取 り 付 け ら れ 従 っ て こ の 支 持 部 と
係 合 し 、 他 方 の 自 由 端 が 公 知 の 装 置 の 駆 動 手 段 に 直 接 的 に 支 え ら れ る 、 波 形 の 板 ば ね が 圧
縮 力 限 定 手 段 と し て 設 け ら れ て い る 。 公 知 の 装 置 は 、 実 際 に は 、 そ の 圧 縮 力 限 定 手 段 に つ
い て 非 常 に 簡 単 な 構 造 上 の 配 置 を 有 す る が 、 所 望 の 圧 縮 力 は 、 こ の 場 合 こ の 簡 単 な 構 造 上
の 配 置 を 用 い て 所 与 の 比 較 的 狭 い 範 囲 内 で だ け 限 定 さ れ 、 こ の 範 囲 は 設 け ら れ る 板 ば ね の
ば ね 特 性 に よ っ て 主 に 定 め ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
本 発 明 は 、 人 の 体 の 部 位 を ト リ ー ト メ ン ト す る 装 置 に お い て 限 定 さ れ た 圧 縮 力 の 制 限 付 き
限 定 を 可 能 に す る だ け で な く 、 所 望 の 圧 縮 力 に 関 し て あ る 部 位 の 比 較 的 多 数 の 限 定 を 可 能
に し 、 比 較 的 簡 単 な 手 段 に よ り 簡 単 な 方 法 で 改 善 さ れ た 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 目 的 を 実 現 す る た め に 、 本 発 明 に よ る 冒 頭 段 落 に 記 載 し た 種 類 の 装 置 は 、 所 望 の 圧 縮
力 に 対 し て 範 囲 を 調 節 す る よ う に 設 計 さ れ た 調 節 手 段 が 筐 体 の 中 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 に よ り 、 ト リ ー ト メ ン ト 中 の 体 の 部 位 に 対 し て 本 発 明 に よ る 装 置 の ツ ー ル を 押 し 付
け る 所 望 の 圧 縮 力 の 幾 つ か の 相 互 に 異 な る 範 囲 は 、 簡 単 な 方 法 で 簡 単 な 手 段 に よ っ て 設 定
さ れ 得 、 上 記 範 囲 の 調 節 は 上 記 調 節 手 段 を 用 い て 微 調 整 に 実 現 可 能 で あ る 。 実 現 可 能 な 微
調 整 に も 関 わ ら ず 、 簡 単 な 手 段 に よ っ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
別 の 調 節 手 段 が 本 発 明 に よ る 装 置 中 に 設 け ら れ て も よ い 。 し か し な が ら 、 調 節 手 段 が 手 動
の 制 御 部 材 を 用 い て 筐 体 に つ い て 調 節 可 能 な 支 持 部 に よ っ て 形 成 さ れ る 場 合 に 非 常 に 有 利
で あ る こ と が 分 か る 。 い ず れ に し て も 必 要 な 支 持 部 は 、 調 節 手 段 と 同 時 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 に 関 連 し て 、 調 節 可 能 な 支 持 部 は 、 高 さ が 変 化 す る 勾 配 を 調 節 カ ム が 有 す る 場 合 に 有
利 で あ る こ と が 分 か る 。 こ の よ う に し て 所 望 の 圧 縮 力 に 対 す る 特 に 微 調 整 な 範 囲 実 現 で き
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 に 関 連 し て 、 調 節 可 能 な 支 持 部 が デ ィ ス ク に よ っ て 形 成 さ れ 、 手 動 制 御 部 材 と し て 機
能 す る 回 転 ノ ブ が 上 記 デ ィ ス ク に 接 続 さ れ 、 こ の ノ ブ が 筐 体 の 中 を 通 り 、 回 転 ノ ブ を デ ィ
ス ク に 接 続 さ せ る 延 長 部 を 有 す る 場 合 に 特 に 有 利 で あ る こ と が 分 か る 。 こ れ ら 実 施 例 は 、
所 望 の 圧 縮 力 を 楽 に 調 節 す る こ と に 関 し て 、 及 び 、 圧 縮 力 限 定 手 段 を 回 転 す る た め に 調 節
可 能 な 支 持 部 及 び 手 動 制 御 部 材 を 簡 単 に 取 り 付 け る こ と に 関 し て 有 利 で あ る こ と が 分 か る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に よ る 装 置 で は 、 圧 縮 力 限 定 手 段 は 、 磁 気 手 段 或 い は 電 磁 手 段 に よ っ て 実 現 さ れ て
も よ い 。 し か し な が ら 、 ば ね 手 段 が 板 ば ね に よ っ て 形 成 さ れ る 前 述 に 記 載 し た 公 知 の 装 置
か ら 既 知 で あ る よ う に 、 本 発 明 に よ る 装 置 に お い て 圧 縮 力 限 定 手 段 が ば ね 手 段 に よ っ て 形
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成 さ れ る 場 合 に 特 に 有 利 で あ る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に よ る 装 置 で は 、 ば ね 手 段 は 、 板 ば ね 構 造 を 通 じ て だ け で な く 、 代 替 の ば ね 構 造 を
通 じ て も 実 現 さ れ 得 る 。 ば ね 手 段 が 線 ば ね の 形 態 で 実 現 さ れ る 場 合 、 こ の 場 合 で は 特 に 有
利 で あ る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 を 鑑 み て 、 線 ば ね が Ｕ 字 形 状 に 曲 げ ら れ た 中 央 部 分 及 び ２ つ の 螺 旋 状 の ば ね 部 分 並 び
に ２ つ の 負 荷 脚 部 分 を 有 す る 場 合 に 特 に 有 利 で あ る 。 こ の 配 置 は 、 非 常 に 簡 単 且 つ 信 頼 性
が 高 い こ と を 特 徴 と す る 。 更 に 、 本 実 施 例 に お い て 、 螺 旋 状 の ば ね 部 分 が そ の 弾 力 の あ る
動 作 だ け で な く 更 に は 線 ば ね を 支 承 す る た め に も 利 用 さ れ る こ と が 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
駆 動 手 段 が 保 持 手 段 の 中 に 収 容 さ れ 、 保 持 手 段 が そ の 中 を 通 る ピ ボ ッ ト ロ ッ ド に つ い て 支
承 さ れ る 場 合 、 及 び 、 保 持 手 段 が 、 ピ ボ ッ ト ロ ッ ド の 両 側 に 設 け ら れ る ２ つ の ホ ル ダ 領 域
を 有 し 、 一 方 の 領 域 が モ ー タ を 収 容 し 、 他 方 の 領 域 が 歯 車 伝 動 装 置 の 一 部 を 収 容 す る よ う
設 計 さ れ る 場 合 、 本 発 明 に よ る 装 置 に お い て 非 常 に 有 利 で あ る こ と が 分 か る 。 こ れ ら 実 施
例 は 、 駆 動 手 段 の 重 心 の 領 域 に お け る ピ ボ ッ ト 点 を 簡 単 に 実 現 で き る た め 実 際 の テ ス ト で
特 に 有 利 で あ る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
更 に 、 線 ば ね が そ の ２ つ の 螺 旋 状 の ば ね 部 分 で ピ ボ ッ ト ロ ッ ド に 支 承 さ れ 、 線 ば ね が そ の
２ つ の 負 荷 脚 部 分 で 保 持 手 段 の ２ つ の ば ね 脚 受 容 体 に 支 持 さ れ る 場 合 に 線 ば ね の 使 用 に 関
連 し て 非 常 に 有 利 で あ る こ と が 分 か る 。 こ れ ら 実 施 例 は 、 可 能 な 限 り 簡 単 に こ の よ う な 線
ば ね を 取 り 付 け る の に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 に よ る 装 置 が 顔 用 ト リ ー ト メ ン ト 装 置 と し て 構 成 さ れ る と き 特 に 有 利 で あ る こ と が
分 か る 。 し か し 、 本 発 明 に よ る 装 置 が 電 気 歯 ブ ラ シ と し て も 代 替 的 に 構 成 さ れ 得 る こ と に
注 意 す る 。 更 に 、 本 発 明 に よ る 装 置 は 生 き 物 、 好 ま し く は 人 の 体 の 部 位 を ト リ ー ト メ ン ト
す る 、 即 ち 、 有 機 物 質 か ら 成 る 体 の 部 位 を ト リ ー ト メ ン ト す る 装 置 と し て 構 成 さ れ る だ け
で な く 、 本 発 明 に よ る 装 置 は 、 例 え ば 、 羽 、 金 属 或 い は 木 材 の よ う な 生 命 の な い 構 成 要 素
か ら 形 成 さ れ る 体 の 部 位 を ト リ ー ト メ ン ト す る よ う 構 成 さ れ て も よ く 、 こ の 場 合 、 靴 を 手
入 れ す る 装 置 、 或 い は 、 卓 上 食 器 類 若 し く は 宝 石 を 手 入 れ す る 装 置 、 或 い は 、 家 具 を 手 入
れ す る 装 置 で も よ い こ と に 注 意 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 上 記 及 び 他 の 面 は 、 以 下 の 実 施 例 か ら 明 ら か に な り 、 本 実 施 例 を 参 照 し て 更 に 明
ら か に な る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 は 、 図 面 に 示 す 実 施 例 を 参 照 し て 以 下 に よ り 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は 本 実 施 例
に 如 何 な る 手 段 で も 制 限 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ は 、 本 発 明 に よ る 装 置 １ を 示 し 、 こ の 装 置 は 、 こ の 場 合 、 人 の 顔 を 洗 い マ ッ サ ー ジ す
る た め に 特 別 に 構 成 さ れ た 顔 用 ト リ ー ト メ ン ト 装 置 で あ る 。 装 置 １ は 、 片 手 で 保 持 す る こ
と が で き る 筐 体 ２ を 有 す る 。 筐 体 ２ は 、 前 部 ３ 及 び 後 部 ４ か ら 成 る 。 前 部 ３ は 、 後 部 ４ か
ら 遠 ざ か る 方 向 に 見 た と き に テ ー パ 形 の 第 １ の 前 部 分 ５ と 、 筐 体 ２ の キ ャ ッ プ 部 ８ に 覆 わ
れ る 開 口 部 ７ を 含 む 第 １ の 前 部 分 ５ に 接 続 さ れ る 皿 形 状 の 第 ２ の 前 部 分 ６ と を 有 す る 。 こ
こ で は 、 膜 シ ー ル ９ が 第 ２ の 前 部 分 ６ と キ ャ ッ プ 部 ８ と の 間 に 設 け ら れ 、 こ の 膜 シ ー ル に
よ り 筐 体 ２ の 水 密 構 造 が 保 護 さ れ る 。 後 部 ４ は 、 前 部 ３ の 接 続 部 分 ３ Ａ に 取 り 付 け ら れ 、
Ｏ リ ン グ シ ー ル （ 図 示 せ ず ） が 接 続 部 分 ３ Ａ の 領 域 に 設 け ら れ 、 こ の シ ー ル に よ り 筐 体 ２
の 水 密 構 造 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
更 に 、 装 置 １ は 、 人 の 顔 を ト リ ー ト メ ン ト す る ツ ー ル １ ０ を 有 し 、 こ の ツ ー ル は 、 図 １ に
お い て 図 式 で だ け 示 さ れ て い る 。 こ こ で 考 慮 す る ツ ー ル １ ０ は 、 顔 用 ト リ ー ト メ ン ト ブ ラ
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シ １ ０ で あ る 。 ツ ー ル １ ０ は 、 略 デ ィ ス ク 形 状 の ブ ラ シ 支 持 部 １ １ を 有 し 、 こ の ブ ラ シ 支
持 部 か ら 皿 形 状 の 第 ２ の 前 部 分 ６ の 方 に 結 合 ス リ ー ブ １ ２ が 延 在 し て い る 。 ブ ラ シ 支 持 部
１ １ は 、 結 合 ス リ ー ブ １ ２ の 側 と 反 対 の 側 に 複 数 の ブ ラ シ １ ３ を 備 え 、 こ れ ら ブ ラ シ は 合
わ さ っ て 房 と な り 、 房 は 図 １ に お い て 円 柱 の 形 態 で だ け 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
装 置 １ は 、 筐 体 ２ 中 に 収 容 さ れ 、 ツ ー ル １ ０ を 駆 動 す る よ う 設 計 さ れ 、 そ の た め に ツ ー ル
１ ０ に 結 合 さ れ る 駆 動 手 段 １ ４ を 更 に 有 す る 。 駆 動 手 段 １ ４ は 、 モ ー タ １ ５ 及 び 伝 動 装 置
１ ６ を 有 す る 。 モ ー タ １ ５ は 、 モ ー タ シ ャ フ ト １ ７ を 有 し 、 そ の シ ャ フ ト 上 に ピ ニ オ ン が
圧 入 さ れ て い る 。 伝 動 装 置 の 第 １ の 歯 車 １ ９ は 、 ピ ニ オ ン １ ８ と 係 合 す る 。 第 ２ の 歯 車 ２
０ は 、 第 １ の 歯 車 １ ９ と 一 体 と な る よ う 同 軸 に 接 続 さ れ て い る 。 伝 動 装 置 １ ６ の 第 ３ の 歯
車 ２ １ は 、 第 ２ の 歯 車 と 係 合 す る 。 第 １ の シ ャ フ ト ２ ２ は 、 第 ３ の 歯 車 ２ １ に 固 定 さ れ 接
続 さ れ て い る 。 伝 動 装 置 １ ６ の 第 ４ の 歯 車 ２ ３ は 、 第 ３ の 歯 車 ２ １ と 遠 隔 な 第 １ の シ ャ フ
ト ２ ２ の 端 に お い て 第 １ の シ ャ フ ト ２ ２ に 圧 入 さ れ る 。 冠 歯 車 ２ ４ は 、 第 ３ の 歯 車 ２ ３ と
動 作 上 接 続 さ れ て い る 。 冠 歯 車 ２ ４ は 、 膜 シ ー ル の 開 口 部 ２ ６ を 通 る 第 ２ の シ ャ フ ト ２ ５
に 固 定 さ れ 接 続 さ れ 、 こ の 第 ２ の シ ャ フ ト の 自 由 端 に は 断 面 が 六 角 形 の 駆 動 ス タ ッ ド ２ ７
が 結 合 さ れ て い る 。 図 １ に は 示 さ れ て い な い が 、 駆 動 ス タ ッ ド ２ ７ と 結 合 ス リ ー ブ １ ２ と
の 間 で ロ ッ キ ン グ 接 続 が 得 ら れ る よ う 結 合 ス リ ー ブ １ ２ は 、 駆 動 ス タ ッ ド ２ ７ に 結 合 さ れ
る 。 ツ ー ル １ ０ は 、 こ の よ う に し て 駆 動 手 段 １ ４ に 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
保 持 手 段 ２ ８ は 、 そ の 中 を 通 る ピ ボ ッ ト ロ ッ ド ２ ９ に つ い て 筐 体 ２ 中 で 旋 回 式 に 支 承 さ れ
て お り 、 モ ー タ １ ５ 及 び 伝 動 装 置 １ ６ を 収 容 す る よ う 装 置 １ 中 に 設 け ら れ る 。 こ の た め に
、 保 持 手 段 ２ ８ は 、 ボ ア 穴 が 夫 々 設 け ら れ て い る ジ ャ ー ナ ル 側 壁 ３ ０ 及 び ３ １ を 有 す る 。
駆 動 手 段 １ ４ は 、 保 持 手 段 ２ ８ に よ っ て 筐 体 ２ に つ い て 調 節 可 能 に 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
保 持 手 段 ２ ８ は 、 第 １ の ホ ル ダ 領 域 ３ ２ を 有 し 、 こ の 第 １ の ホ ル ダ 領 域 は 、 ピ ボ ッ ト ロ ッ
ド ２ ９ に つ い て ツ ー ル １ ０ か ら 遠 隔 な 側 に 実 質 的 に 位 置 し 、 略 タ ブ 形 状 で あ り 、 駆 動 手 段
１ ４ の モ ー タ を 受 容 す る た め に 設 け ら れ 構 成 さ れ る 。 更 に 、 保 持 手 段 ２ ８ は 、 第 ２ の ホ ル
ダ 領 域 ３ ３ を 有 し 、 こ の 第 ２ の ホ ル ダ 領 域 は 、 ピ ボ ッ ト ロ ッ ド ２ ９ に つ い て ツ ー ル １ ０ 側
に 位 置 し 、 略 チ ャ ネ ル 形 状 で あ り 、 第 １ の 横 方 向 の 壁 ３ ４ 並 び に 第 ２ の 横 方 向 の 壁 ３ ５ 、
及 び 、 軸 受 け ス リ ー ブ ３ ８ を 間 に 受 容 す る ２ つ の チ ャ ネ ル 壁 延 長 部 分 ３ ６ 並 び に ３ ７ を 有
す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
第 １ の 横 方 向 の 壁 ３ ４ の 領 域 に は 第 １ の 軸 受 け 穴 ３ ９ が 設 け ら れ 、 そ の 中 に 軸 受 け シ ャ フ
ト ４ ０ が 押 し 込 め ら れ 、 こ の 軸 受 け シ ャ フ ト に は 第 １ の 歯 車 １ ９ 及 び 第 ２ の 歯 車 ２ ０ が 回
転 可 能 と な る よ う に 支 持 さ れ る 。 第 ２ の 軸 受 け 穴 ４ １ が 更 に 第 １ の 横 方 向 の 壁 ３ ４ に 設 け
ら れ 、 第 ３ の 軸 受 け 穴 ４ ２ が 第 ２ の 横 方 向 の 壁 ３ ５ に 設 け ら れ る 。 第 １ の シ ャ フ ト ２ ２ は
、 第 ２ の 軸 受 け 穴 ４ １ 及 び 第 ３ の 軸 受 け 穴 ４ ２ を 通 さ れ 、 第 １ の シ ャ フ ト ２ ２ 及 び 第 ３ の
歯 車 ２ １ 、 並 び に 、 第 ４ の 歯 車 は 保 持 手 段 ２ ８ に よ っ て 回 転 式 に 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
軸 受 け ス リ ー ブ ３ ８ は 、 第 ２ の シ ャ フ ト ２ ５ の 端 領 域 ４ ３ を 回 転 式 に 受 容 す る 機 能 を 担 い
、 こ の 接 続 に 関 し て 、 端 領 域 ４ ３ が 軸 受 け ス リ ー ブ ３ ８ の 中 に 挿 入 さ れ る 前 に 端 領 域 ４ ３
が 中 間 デ ィ ス ク ４ ４ を 通 さ れ る こ と に 注 意 す る 。 第 ２ の シ ャ フ ト ２ ５ の 端 領 域 ４ ３ は 、 詳
細 に 図 示 し な い 方 法 で 軸 受 け ス リ ー ブ ３ ８ に つ い て 軸 方 向 シ フ ト に 対 し て ロ ッ ク さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
モ ー タ に 電 力 を 供 給 す る た め に 図 １ に 示 さ な い 電 池 が 装 置 １ に 設 け ら れ る 。 電 池 を 受 容 す
る た め に 装 置 １ の 筐 体 ２ に 電 池 ホ ル ダ ４ ５ が 設 け ら れ 、 こ の 電 池 ホ ル ダ ４ ５ は 、 電 池 ホ ル
ダ ブ ロ ッ ク 、 更 に 、 切 換 ホ ル ダ ４ ７ を 有 す る 。 電 池 接 続 接 触 子 ４ ８ 及 び ４ ９ は 、 電 池 ホ ル
ダ ４ ５ に 接 続 さ れ て い る 。 電 池 接 続 接 触 子 ４ ８ 及 び ４ ９ は 、 ２ つ の 切 換 接 触 子 ５ ０ 及 び ５
１ に 接 触 さ れ 、 こ れ ら 切 換 接 触 子 も 電 池 ホ ル ダ ４ ５ に 設 け ら れ 、 そ の 自 由 端 ５ ２ 及 び ５ ３
は ロ ッ カ ー ス イ ッ チ ５ ７ を 用 い て 接 触 さ れ 、 こ の ロ ッ カ ー ス イ ッ チ は 矢 印 ５ ８ の 方 向 に 旋
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回 さ れ る と ２ つ の 軸 受 け 支 持 部 分 ５ ４ 並 び に ５ ５ 、 及 び 、 ２ つ の 軸 受 け ス タ ッ ド ５ ６ に よ
っ て 旋 回 式 に 保 持 さ れ る 。 ロ ッ カ ー ス イ ッ チ ５ ７ は 、 ２ コ ン ポ ー ネ ン ト 射 出 成 形 処 理 を 用
い て 、 筐 体 ２ の 後 部 ４ に 接 続 さ れ る 弾 性 的 に 変 形 可 能 な カ バ ー 部 分 ５ ９ の 裏 側 に あ り 、 カ
バ ー 部 分 ５ ９ を 用 い る こ と で 装 置 １ の ユ ー ザ は モ ー タ １ ５ を オ ン 又 は オ フ に す る の に ロ ッ
カ ー ス イ ッ チ ５ ７ を 作 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
切 換 ホ ル ダ ４ ７ は 、 保 持 手 段 ２ ８ の 第 １ の ホ ル ダ 領 域 ３ ２ が 、 切 換 ホ ル ダ ４ ７ に よ っ て 囲
わ れ る ホ ル ダ 空 間 （ 図 １ に お い て 可 視 で な い ） に 収 容 さ れ る よ う 形 状 が ト ン ネ ル に 類 似 し
て い る 。 電 池 ホ ル ダ ４ ５ は 、 一 方 の 保 持 ホ ッ ク ６ ０ だ け が 図 １ に お い て 示 さ れ て い る が ２
つ の 保 持 ホ ッ ク を 用 い て 筐 体 ２ の 前 部 ３ に ロ ッ ク さ れ 、 即 ち 、 ２ つ の 保 持 ホ ッ ク ６ ０ が 前
部 ３ の 接 続 部 分 ３ Ａ に 設 け ら れ る ２ つ の 開 口 部 ６ １ 、 及 び 、 ６ ２ に と ら え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
更 に 、 圧 縮 力 限 定 手 段 ２ ５ が 装 置 １ に 設 け ら れ 、 こ の 圧 縮 力 限 定 手 段 に よ り 、 所 望 の 圧 縮
力 、 即 ち 、 ツ ー ル １ ０ 、 こ の 場 合 ツ ー ル １ ０ の ブ ラ シ １ ３ が 人 の 顔 に 対 し て 作 用 す る 圧 縮
力 の 範 囲 が 調 節 さ れ る 。 圧 縮 力 限 定 手 段 ６ ５ は 、 駆 動 手 段 １ ４ 上 に 支 え ら れ る ２ つ の 領 域
と 支 持 部 に 支 え ら れ る １ つ の 領 域 と を 有 し 、 こ れ は 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
更 に 、 所 望 の 圧 縮 力 の 範 囲 を 設 定 す る よ う 構 成 さ れ た 調 節 手 段 ６ ６ は 、 装 置 １ の 筐 体 ２ の
中 に 設 け ら れ る 。 こ こ で は 、 調 節 手 段 ６ ６ は 、 手 動 制 御 部 材 ６ ７ を 用 い て 筐 体 ２ に 調 節 可
能 な 支 持 部 ６ ６ に よ っ て 形 成 さ れ る 。 調 節 可 能 な 支 持 部 ６ ６ は 、 支 持 部 ６ ６ に 支 え ら れ る
圧 縮 力 限 定 手 段 ６ ５ の 領 域 に 関 し て 変 化 す る 高 さ の 勾 配 を 示 す 調 節 カ ム ６ ８ を 有 す る 。 調
節 カ ム ６ ８ は 、 平 面 図 で は 円 弧 の 形 状 を 有 し 、 調 節 カ ム ６ ８ の 高 さ 勾 配 は 傾 斜 表 面 の 原 則
に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
調 節 可 能 な 支 持 部 ６ ６ は 、 筐 体 ２ の 内 部 に 設 け ら れ る 回 転 式 に 支 持 さ れ る デ ィ ス ク ６ ６ に
よ っ て 形 成 さ れ る 。 手 動 制 御 部 材 ６ ７ と し て 機 能 す る 回 転 式 ノ ブ ６ ７ は 、 デ ィ ス ク ６ ６ に
接 続 さ れ る 。 回 転 式 ノ ブ ６ ７ は 、 筐 体 ２ の 前 部 ３ に あ る 穴 ７ ０ を 通 る 延 長 部 分 ６ ９ を 含 む
。 ４ つ の キ ャ ッ チ ７ １ が 延 長 部 分 ６ ９ か ら 軸 方 向 に 延 在 し 、 デ ィ ス ク ６ ６ の 裏 で 止 め ら れ
る よ う デ ィ ス ク ６ ６ の ４ つ の 路 ７ ２ を 通 り 、 そ れ に よ り 延 長 部 分 ６ ９ 、 従 っ て 、 回 転 式 ノ
ブ ６ ７ は 、 筐 体 ２ の 前 部 ３ の 一 部 分 を 間 に 介 在 さ せ て デ ィ ス ク ６ ６ 、 即 ち 、 調 節 手 段 ６ ６
に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
圧 縮 力 限 定 手 段 ６ ５ は 、 装 置 ６ １ 中 で ば ね 手 段 ６ ５ に よ っ て 形 成 さ れ 、 こ の ば ね 手 段 ６ ５
は 線 ば ね ６ ５ の 形 態 で 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
線 ば ね ６ ５ は 、 Ｕ 字 形 状 に 曲 げ ら れ た 中 央 部 分 ７ ３ を 有 し 、 ２ つ の ば ね 脚 部 分 ７ ４ 並 び に
７ ５ が 調 節 可 能 な 支 持 部 ６ ６ と 協 働 す る 。 更 に 、 線 ば ね ６ ５ は 、 ２ つ の ば ね 脚 部 分 ７ ４ 及
び ７ ５ の 一 方 か ら 夫 々 延 在 し 、 更 に 、 線 ば ね ６ ５ を 固 定 し 定 位 置 で 保 持 す る た め に 設 け ら
れ る ２ つ の 螺 旋 ば ね 部 分 ７ ６ 及 び ７ ７ を 有 す る 。 更 に 、 線 ば ね ６ ５ は 、 ２ つ の 螺 旋 ば ね 部
分 ７ ６ 及 び ７ ７ の 一 方 か ら 夫 々 延 在 す る 負 荷 脚 部 分 ７ ８ 及 び ７ ９ を 有 し 、 こ れ ら 脚 部 分 は
駆 動 手 段 １ ４ に 支 え ら れ 、 即 ち 、 保 持 手 段 ２ ８ を 介 し て 間 接 的 に 支 え ら れ る 。 線 ば ね ６ ５
は 、 そ の ２ つ の 螺 旋 ば ね 部 分 ７ ６ 及 び ７ ７ に よ り ピ ボ ッ ト ロ ッ ド ２ ９ に 支 承 さ れ 、 定 位 置
で 保 持 さ れ る 。 線 ば ね ６ ５ は 、 そ の 負 荷 脚 部 分 ７ ８ 及 び ７ ９ に よ り 、 即 ち 、 ２ つ の 負 荷 脚
部 分 ７ ８ 及 び ７ ９ の 角 が 付 け ら れ た 端 ８ ０ 及 び ８ １ に よ り 、 保 持 手 段 ２ ８ の 第 １ の ホ ル ダ
領 域 ３ ２ に 設 け ら れ る 脚 部 分 受 容 体 ８ ２ 及 び ８ ３ の 中 で と ら え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
装 置 １ で は 、 ツ ー ル １ ０ 、 即 ち 、 顔 用 ト リ ー ト メ ン ト ブ ラ シ １ ０ は 、 モ ー タ １ ５ 及 び 伝 動
装 置 １ ６ を 手 段 と し て 一 回 転 方 向 に だ け 回 転 さ れ 得 る 。 こ こ で は 、 回 転 式 駆 動 は 、 装 置 １
に お い て 単 一 の 回 転 速 度 だ け で 可 能 で あ る 。 幾 つ か の 速 度 で の 駆 動 を 可 能 に す る 対 策 が 提
供 さ れ 得 る 。 更 に 、 顔 用 洗 浄 ブ ラ シ の 駆 動 は 、 反 対 方 向 の 回 転 を 交 互 に 可 能 に す る よ う 設
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計 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
回 転 可 能 な 支 持 部 ３ ６ が 手 動 制 御 部 材 ６ ７ を 用 い て 最 終 位 置 に 回 転 さ れ る と き 、 調 節 カ ム
６ ８ と 協 働 す る Ｕ 字 形 状 に 曲 げ ら れ た 中 央 部 分 ７ ３ は 、 モ ー タ １ ５ か ら 最 も 離 れ た 極 限 位
置 に あ る 。 こ の 場 合 、 線 ば ね ６ ５ は 最 低 の 元 応 力 を 有 す る 。 線 ば ね ６ ５ の こ の 最 低 の 元 応
力 は 、 負 荷 脚 部 分 ７ ８ 及 び ７ ９ に よ っ て 負 荷 が 与 え ら れ る 保 持 手 段 ２ ８ が 装 置 １ の 筐 体 ２
中 の ス ト ッ プ 部 （ 図 示 せ ず ） に 対 し て 保 持 さ れ る よ う 選 択 さ れ る 。 こ の 場 合 、 装 置 １ の 筐
体 ２ に 対 し て ユ ー ザ の 手 が 加 え る 比 較 的 小 さ い 力 は 、 ツ ー ル １ ０ が あ る 合 計 路 の 長 さ に わ
た っ て 簡 単 に 移 動 で き る と い っ た 効 果 を 既 に 有 し 、 こ の 合 計 路 の 長 さ は 、 筐 体 ２ 中 の 端 ス
ト ッ プ 部 （ 図 示 せ ず ） を 用 い て 制 限 さ れ る 。 ユ ー ザ が 前 述 の 合 計 路 の 長 さ 内 で ツ ー ル を 維
持 し よ う と す る 限 り 、 ユ ー ザ に よ っ て 加 え ら れ る 小 さ い 力 に よ り ト リ ー ト メ ン ト 中 の ユ ー
ザ の 顔 の 皮 膚 に 対 し て 比 較 的 小 さ い 圧 縮 力 だ け が 加 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
調 節 可 能 な 支 持 部 ６ ６ と 協 働 す る 線 ば ね ６ ５ の Ｕ 字 形 状 の 中 央 部 分 ７ ３ が そ の 極 限 位 置 か
ら モ ー タ １ ５ の 方 向 に 移 動 さ れ る よ う 調 節 可 能 な 支 持 部 ６ ６ が 手 動 制 御 部 材 ７ ７ で 回 転 さ
れ る と き 、 結 果 と し て 線 ば ね ６ ５ の 元 応 力 が 増 加 す る 。 こ れ は 、 前 述 の 合 計 路 の 長 さ 内 で
顔 用 洗 浄 ブ ラ シ １ ０ の 移 動 が 実 現 さ れ る べ き 場 合 に 装 置 １ の ユ ー ザ に よ っ て よ り 強 い 力 を
装 置 １ の 筐 体 ２ に 加 え さ せ 、 そ れ に よ り 、 顔 用 洗 浄 ブ ラ シ １ ０ に よ る ト リ ー ト メ ン ト 中 の
ユ ー ザ の 顔 の 部 分 に よ り 強 い 圧 縮 力 が 加 え ら れ る 。 従 っ て 、 調 節 可 能 な 支 持 部 ６ ６ を 適 切
に 調 節 す る こ と は 、 異 な る 値 の 線 ば ね ６ ５ の 元 応 力 を 実 現 し 、 こ れ に よ り 、 前 述 の 合 計 路
の 長 さ 内 に 顔 用 洗 浄 ブ ラ シ １ ０ が あ る 限 り 、 顔 用 洗 浄 ブ ラ シ １ ０ を 用 い て ト リ ー ト メ ン ト
中 の ユ ー ザ の 顔 の 部 分 に 異 な る 強 さ の 圧 縮 力 を 加 え る こ と が で き る 。 異 な る 動 作 条 件 が 簡
単 な 方 法 で 設 定 さ れ 得 、 そ れ に よ り 装 置 の 各 ユ ー ザ は 、 自 身 が 気 持 ち よ く 且 つ 好 ま し い と
経 験 し た 圧 縮 力 を 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
例 え ば 、 モ ー タ １ ５ へ の 給 電 が 自 動 的 に 切 断 さ れ る 、 或 い は 、 装 置 １ の ユ ー ザ が 装 置 １ の
筐 体 ２ に 大 き い 力 を 加 え た た め に ツ ー ル １ ０ が 前 述 の 合 計 路 の 長 さ 内 で 維 持 さ れ な い 、 即
ち 、 保 持 手 段 ２ ８ が 駆 動 手 段 １ ４ と 共 に 筐 体 ２ で 過 剰 な 旋 回 運 動 を 実 施 す る 情 況 に お い て
モ ー タ １ ５ と ツ ー ル １ ０ と の 間 の 伝 動 が 自 動 的 に 中 断 さ れ る こ と を 確 実 に す る 手 段 が 更 に
設 け ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 １ の 装 置 １ で は 、 駆 動 手 段 １ ４ の モ ー タ １ ５ 及 び 電 動 装 置 １ ６ の 両 方 が 保 持 手 段 ２ ８ に
取 り 付 け ら れ 、 即 ち 、 駆 動 手 段 は 保 持 手 段 ２ ８ と 全 体 と し て 調 節 可 能 で あ り 、 即 ち 、 旋 回
式 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 必 ず し も こ の よ う で は な く 、 例 え ば 、 モ ー タ １ ５ が 筐 体 ２ に 固
定 さ れ た 位 置 で 保 持 さ れ 、 伝 動 装 置 １ ６ が 全 体 的 に 又 は 可 能 性 と し て 部 分 的 に 保 持 手 段 ２
８ に 接 続 さ れ 従 っ て 調 節 可 能 な 場 合 も あ り 、 こ の 場 合 、 モ ー タ と 保 持 手 段 ２ ８ に 取 り 付 け
ら れ た 伝 動 部 分 と の 間 の 動 作 上 の 接 続 は 柔 軟 な 構 造 、 例 え ば 、 可 撓 シ ャ フ ト と し て 構 成 さ
れ な く て は な ら な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 を 示 す 装 置 の 分 解 図 で あ る 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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